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放射線治療科　新治療装置の紹介 放射線治療科部長 角 美奈子（すみ みなこ）

当センターでは、2021年5月にX線および電子線で治療する装置として、VitalBeam®

（Varian社）を導入しました。新装置の導入により、画像誘導放射線治療や定位放射線治
療、強度変調放射線治療（IMRT）などについて、安全性を考慮しつつ精度高く短時間に行
うことが可能となりました。

新装置では、次のような治療に取り組んでまいります。

①画像誘導放射線治療
( IGRT：ImageGuided Radio Therapy )

　毎回の治療の際に、体表面のマークのみならず、骨

格や病巣の位置を治療装置に搭載された画像システ

ムで確認し、最適な状態で治療を行います。

　この治療により、以前よりさらに必要な範囲に

絞った放射線治療が可能となり、治療範囲が最適化

され副作用の軽減を図ることができるようになりま

した。

②定位放射線治療
( SRT：Stereotactic Radiation Therapy )

　厳密な精度管理のもとに、病巣に集中してたくさんの放射線を照射する方法

です。重要な正常臓器を避けながら、病巣へ高線量の放射線を照射できるとい

う特徴があります。精度の高さと高率な局所制御効果より、切らずに治す放射

線治療の試みの一つです。

VARIAN CONFIDENTIAL/PROPRIETARY:DISCLOSED SOLELY FOR IMMEDIATE RECIPIENT ONLY

放射線治療科　新治療装置の紹介

③強度変調放射線治療
( IMRT：Intensity Modulated Radiation Therapy )

　腫瘍に放射線を集中し周囲の正常組織への照射を減らすことを目標とした治療計画を作成します。

その結果、副作用を増加させることなく、より多い放射線を病巣に照射することが可能になりました。

　前立腺癌や頭頸部癌、脳腫瘍、肺癌など、全身の病巣に対し応用されています。当センターで応用す

る強度変調回転照射（VMAT：Volumetric Modulated Arc Therapy）は、IMRTの応用型で、照射ビー

ムを変調しながら照射ヘッドを回転させることで治療時間の短縮を図ることが可能となりました。

　放射線治療装置や治療技術の進歩は目覚ましく、画像診断の進歩の恩恵により、より必要な範囲に

最適な放射線量を使用して治療する時代になっています。当センターでは、高齢者をはじめ複数の病

気をお持ちの患者さんに、最適な治療を提供することを基本理念として、進歩した放射線治療の実践

を目指しています。

　対象となる患者さんがいらっしゃいましたら、是非放射線治療科へご相談下さい。
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